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運用報告書（全体版） 
第229期（決算日 2026年１月21日）第230期（決算日 2026年３月23日）第231期（決算日 2026年５月21日）

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 

「グローバル高配当株式ファンド（奇数月分配型）」は、2026年５月21日に第231期の決算を行ないまし

たので、第229期から第231期の運用状況をまとめてご報告申しあげます。 

今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 
 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 2005年11月22日から原則無期限です。 

運 用 方 針 
主として「世界高配当利回り株式マザーファンド」受益証券に投資を行ない、安定した収益の確保と中長期的な信託
財産の成長をめざして運用を行ないます。 

主要運用対象 

グローバル高配当株式ファンド 
（ 奇 数 月 分 配 型 ） 

「世界高配当利回り株式マザーファンド」受益証券を主要投資対象とします。 

世 界 高 配 当 利 回 り 株 式 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

世界各国の金融商品取引所上場株式を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

グローバル高配当株式ファンド 
（ 奇 数 月 分 配 型 ） 

株式への実質投資割合には、制限を設けません。 
外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

世 界 高 配 当 利 回 り 株 式 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

株式への投資割合には、制限を設けません。 
外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
第１計算期は収益分配を行ないません。第２計算期以降、毎決算時、原則として安定した分配を継続的に行なうこと
をめざします。ただし、基準価額水準などを勘案し、上記安定分配相当額のほか、委託者が決定する金額を付加して
分配を行なう場合があります。 

 

＜440639＞ 

グローバル高配当株式ファンド（奇数月分配型） 
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グローバル高配当株式ファンド（奇数月分配型） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近15期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

217期(2024年１月22日) 15,643 200 4.1 94.0 9,117 

218期(2024年３月21日) 16,748 200 8.3 93.0 11,489 

219期(2024年５月21日) 17,610 200 6.3 95.5 14,015 

220期(2024年７月22日) 17,833 200 2.4 94.5 16,435 

221期(2024年９月24日) 16,689 200 △5.3 94.7 16,431 

222期(2024年11月21日) 17,443 200 5.7 94.7 17,921 

223期(2025年１月21日) 17,492 200 1.4 95.8 19,089 

224期(2025年３月21日) 16,724 200 △3.2 96.8 20,980 

225期(2025年５月21日) 16,745 200 1.3 96.6 22,751 

226期(2025年７月22日) 17,631 200 6.5 96.1 26,136 

227期(2025年９月22日) 17,912 200 2.7 95.1 29,814 

228期(2025年11月21日) 18,287 200 3.2 96.5 33,252 

229期(2026年１月21日) 19,128 250 6.0 97.1 37,755 

230期(2026年３月23日) 18,266 250 △3.2 96.1 40,190 

231期(2026年５月21日) 19,392 250 7.5 96.1 45,770 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） ファンドの商品性格に適合する適切なベンチマークおよび参考指数はございません。 
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グローバル高配当株式ファンド（奇数月分配型） 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率  騰 落 率 

第229期 

(期  首) 円 ％ ％ 

2025年11月21日 18,287 － 96.5 

11月末 18,818 2.9 96.1 

12月末 19,058 4.2 97.4 

(期  末)    

2026年１月21日 19,378 6.0 97.1 

第230期 

(期  首)    

2026年１月21日 19,128 － 97.1 

１月末 18,896 △1.2 97.0 

２月末 19,658 2.8 97.3 

(期  末)    

2026年３月23日 18,516 △3.2 96.1 

第231期 

(期  首)    

2026年３月23日 18,266 － 96.1 

３月末 18,191 △0.4 95.8 

４月末 19,653 7.6 96.2 

(期  末)    

2026年５月21日 19,642 7.5 96.1 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
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グローバル高配当株式ファンド（奇数月分配型） 

○運用経過 (2025年11月22日～2026年５月21日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2025年11月21日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、「世界高配当利回り株式マザーファンド」受益証券を通じて相対的に配当利回り

が高く、中期的な増配および値上がりが期待できると判断した世界各国の株式に分散投資を行なうことで、安

定的な配当収入の確保と信託財産の成長をめざして運用を行なっております。当作成期間中における基準価

額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・企業業績の成長期待が高まったこと。 

・米国・イランの戦闘の終結期待が進んだこと。 

・ハイパースケーラー（大規模クラウド事業者）によるＡＩ（人工知能）向けの投資拡大を受けてハイテク株

が上昇したこと。 

 

作成期間中の基準価額等の推移 
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グローバル高配当株式ファンド（奇数月分配型） 

＜値下がり要因＞ 

・米国におけるＡＩ関連の過剰投資が懸念されたこと。 

・地政学リスクが意識されたこと。 

・米国・イスラエルによるイランへの攻撃に伴ない中東情勢が悪化し、ホルムズ海峡の実質封鎖を受けて原油

価格の高騰が懸念されたこと。 

 

 

（株式市況） 

期間中の世界株式市場は上昇しました。 

期間の初めは金融・財政面での経済支援策への期待や米国ＦＲＢ（連邦準備制度理事会）の追加利下げなど

が市場を下支えしました。また、企業業績の成長期待とゴルディロックス（適温）相場の環境の維持を受けて

投資家のリスク選好姿勢が継続したことから、市場は期央にかけて概ね上昇基調となりました。一方で、2026

年２月にはＡＩの活用が広がることによりソフトウェア関連企業の事業が縮小する可能性が意識されたこと

が重石となったほか、２月末には米国・イスラエルがイランを攻撃したことに伴ない中東情勢が悪化し、ホル

ムズ海峡の実質封鎖を受けて原油価格の高騰が懸念され、３月に市場は一時急落しました。しかし、その後は

米国トランプ大統領がイランへの攻撃を早期に終結させる可能性に言及したことで市場は反発し、期間末に

かけては米国・イランの戦闘の終結期待やハイパースケーラーによるＡＩ向けの投資拡大を受けたハイテク

株の上昇などを受けて、市場は高値圏での値動きとなりました。 

 

（為替市況） 

期間中における主要通貨（対円）

は、右記の推移となりました。 

 

  

投資環境 
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グローバル高配当株式ファンド（奇数月分配型） 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、「世界高配当利回り株式マザーファンド」受益証券を高位に組み入れて運用を行ないました。 

 

（世界高配当利回り株式マザーファンド） 

国別では、配当が魅力的でキャッシュフローの安定した銘柄が多くあると考えている米国の組入比率を約

６割とし、また欧州（除く英国）は約２割としました。欧州地域は、配当利回り面での魅力度が高いと判断し

た銘柄を中心に保有しました。 

セクター別では、銀行セクターや公益事業セクターなどの組入比率を高めにしました。これらのセクター

は、企業の財務状況が健全で、堅調なキャッシュフローに支えられ、配当の安定性や成長が見込めるものと判

断しました。 

医薬品・医療機器セクターやベーシック・インダストリーズセクターなどにおける銘柄選択がパフォーマン

スにプラスに寄与しました。一方、メディアセクターや産業シクリカルセクターなどにおける銘柄選択は、パ

フォーマンスにマイナスの影響となりました。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設

定しておりません。 

 

 

分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな

かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第229期 第230期 第231期 

2025年11月22日～ 
2026年１月21日 

2026年１月22日～ 
2026年３月23日 

2026年３月24日～ 
2026年５月21日 

当期分配金 250  250  250  

(対基準価額比率) 1.290％ 1.350％ 1.273％ 

 当期の収益 250  22  250  

 当期の収益以外 －  227  －  

翌期繰越分配対象額 11,060  10,835  11,300   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 
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グローバル高配当株式ファンド（奇数月分配型） 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、ファンドの基本方針に則り、「世界高配当利回り株式マザーファンド」受益証券を原則として高

位に組み入れて運用を行ないます。 

 
（世界高配当利回り株式マザーファンド） 

2026年はこれまでのところ経済・地政学イベントが相次いでおり、中東情勢の見通しについては不確実性が

高いものの、多くの主要関係者にとって緊張緩和のインセンティブが強いため、いずれ沈静化に向かうと考え

ています。一方で、米国・イランの紛争が継続し長期化した場合は、インフレ、経済成長、及び企業利益に影
響を与えることが予想されるため、運用チームでは引き続き状況を注視し、ポートフォリオとリスク水準を慎

重に管理しています。先行きは不透明ですが、中長期的なファンダメンタルズ（経済の基礎的条件）対比でバ

リュエーション（価値評価）妙味が生じていると考える銘柄をボトムアップで見極めることが肝要だと考えます。 

仮に中東情勢が更に悪化した場合においても、グローバルの利益成長は堅調との見通しを維持しています。
グローバルの主要産業グループ全体で19.3％の利益成長を予想しています。米国においては、「マグニフィセ

ント７」（米国の超大型ハイテク企業７社）の利益成長も健全なものになると見込まれますが、特にＳ＆Ｐ500

の「マグニフィセント７」以外の企業は、ここ数年間はあまり伸びが見られなかったものの、堅調な利益成長

が見込まれます。 
経済ファンダメンタルズが他の地域に劣後した欧州も、エネルギーや自動車メーカーに対する逆風が和ら

ぎ、ドイツの財政出動が本格化することで内需の改善が期待されます。 

幅広いセクターにおいて企業のＡＩ関連の設備投資への関心が引き続き強いことが示されているものの、

ＡＩの設備投資から得られる実際の利益は控えめなものになると見られます。運用チームではＡＩ関連企業
の利益予想及びフェアバリューを上方修正しましたが、足元の株価が既にこの水準に追いついている、あるい

は上回っているケースが見られます。一方、ソフトウェアセクターは大きな不透明感に直面しており、投資家

はＡＩが既存ビジネスモデルをどのように再構築させるのか、どの企業が既存のビジネスモデルを失い、どの

企業がＡＩを取り入れ競争力を強化できるのかを見極めようとしています。結果のばらつきが大きいセクター
であるため、個別銘柄のボトムアップ分析が益々重要になると考えています。 

マクロ環境は不確実であると同時にボラティリティ（変動性）が高いことが予想されますが、長期投資家に

とっては多くの投資機会を提供する可能性があります。運用チームは、長期的なファンダメンタルズから乖離

した株価を持つ企業を特定するためにこの環境を活用しており、さらなる魅力的な投資機会が出現する可能
性を注視しています。 

当ファンドにおいては、企業ファンダメンタル・リサーチによる長期収益予想を活用したバリュエーション

評価に基づき、投資銘柄を選別します。セクター、スタイル、地域への配分効果を一定程度に抑制し、主に銘

柄選択効果によって超過収益の獲得をめざします。 
引き続き、配当ならびにキャッシュフローが安定的かつ魅力的と判断する企業への投資に注力する方針で

す。原則としてファンダメンタル・リサーチによって、長期的な収益力とキャッシュフローを生み出す力を

持った企業の発掘に努めていきます。これらの企業の本源的価値と市場価格を比較することで、優れたキャッ

シュフローを生み出す力を持ち、配当が安定的または成長しているにもかかわらず、株価が割安に放置されて
いると考えられる銘柄を見極めることに努めます。配当水準が高く、中長期的に配当の増加および株価の上昇

が見込める企業を重視し、投資を行なう方針です。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 
今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。   
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グローバル高配当株式ファンド（奇数月分配型） 

○１万口当たりの費用明細 (2025年11月22日～2026年５月21日) 

項 目 
第229期～第231期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 136  0.715  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 74)  (0.387)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 57)  (0.300)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  5)  (0.027)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 3   0.018   (b)売買委託手数料＝作成期間の売買委託手数料÷作成期間の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  3)  (0.017)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 9   0.047   (c)有価証券取引税＝作成期間の有価証券取引税÷作成期間の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  9)  (0.047)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 10   0.053   (d)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  8)  (0.043)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 等 ） (  1)  (0.005)  印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用など 

 （ そ の 他 ） (  1)  (0.003)  その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 158   0.833    

作成期間の平均基準価額は、19,045円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 
（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 
（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。   
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グローバル高配当株式ファンド（奇数月分配型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および

有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.54％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただ

けますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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グローバル高配当株式ファンド（奇数月分配型） 

○売買及び取引の状況 (2025年11月22日～2026年５月21日) 

 

銘 柄 
第229期～第231期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
世界高配当利回り株式マザーファンド 1,286,509 9,630,135 175,898 1,341,684 

 
 
 

○株式売買比率 (2025年11月22日～2026年５月21日) 

 

項 目 
第229期～第231期 

世界高配当利回り株式マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 42,132,139千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 38,262,150千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.10   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年11月22日～2026年５月21日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2025年11月22日～2026年５月21日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。  

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2025年11月22日～2026年５月21日) 

 

 該当事項はございません。 

 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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グローバル高配当株式ファンド（奇数月分配型） 

○組入資産の明細 (2026年５月21日現在) 

 

銘 柄 
第228期末 第231期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

世界高配当利回り株式マザーファンド 4,645,126 5,755,737 45,038,646 
 
（注） 親投資信託の2026年５月21日現在の受益権総口数は、5,755,737千口です。 

 

○投資信託財産の構成 (2026年５月21日現在) 

項 目 
第231期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

世界高配当利回り株式マザーファンド 45,038,646 96.9 

コール・ローン等、その他 1,441,165 3.1 

投資信託財産総額 46,479,811 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） 世界高配当利回り株式マザーファンドにおいて、当作成期末における外貨建純資産（45,483,263千円）の投資信託財産総額（45,734,276

千円）に対する比率は99.5％です。 

（注） 外貨建資産は、当作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1アメリカドル=158.96円、1カ

ナダドル=115.62円、1ユーロ=184.82円、1イギリスポンド=213.66円、1スイスフラン=201.88円、1スウェーデンクローナ=17.03円、1ノ

ルウェークローネ=17.18円、1デンマーククローネ=24.73円、1チェココルナ=7.6055円、1オーストラリアドル=113.62円、1ニュージー

ランドドル=93.21円、1香港ドル=20.29円、1シンガポールドル=124.38円、1南アフリカランド=9.66円。 

 

  

親投資信託残高 
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グローバル高配当株式ファンド（奇数月分配型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第229期末 第230期末 第231期末 

2026年１月21日現在 2026年３月23日現在 2026年５月21日現在 

  円 円 円 

(A) 資産 38,364,865,558   40,856,452,215   46,479,811,006   

 コール・ローン等 791,301,261   811,267,438   951,372,469   

 世界高配当利回り株式マザーファンド(評価額) 37,200,743,893   39,566,060,586   45,038,646,939   

 未収入金 372,804,409   479,107,744   489,772,310   

 未収利息 15,995   16,447   19,288   

(B) 負債 609,781,746   666,344,999   709,005,085   

 未払収益分配金 493,456,143   550,080,704   590,060,173   

 未払解約金 28,728,158   17,327,788   14,450,091   

 未払信託報酬 86,768,936   97,442,489   102,321,297   

 その他未払費用 828,509   1,494,018   2,173,524   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 37,755,083,812   40,190,107,216   45,770,805,921   

 元本 19,738,245,742   22,003,228,178   23,602,406,955   

 次期繰越損益金 18,016,838,070   18,186,879,038   22,168,398,966   

(D) 受益権総口数 19,738,245,742口 22,003,228,178口 23,602,406,955口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 19,128円 18,266円 19,392円 
 

（注） 当ファンドの第229期首元本額は18,184,035,537円、第229～231期中追加設定元本額は6,459,816,854円、第229～231期中一部解約元本

額は1,041,445,436円です。 

（注） １口当たり純資産額は、第229期1.9128円、第230期1.8266円、第231期1.9392円です。 
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グローバル高配当株式ファンド（奇数月分配型） 

○損益の状況 

項 目 
第229期 第230期 第231期 

2025年11月22日～ 
2026年１月21日 

2026年１月22日～ 
2026年３月23日 

2026年３月24日～ 
2026年５月21日 

  円 円 円 

(A) 配当等収益 679,402   946,765   932,082   

 受取利息 679,402   946,765   932,082   

(B) 有価証券売買損益 2,107,618,552   △ 1,269,337,754   3,176,840,870   

 売買益 2,133,214,194   2,035,071   3,211,395,809   

 売買損 △    25,595,642   △ 1,271,372,825   △    34,554,939   

(C) 信託報酬等 △    87,597,445   △    98,372,923   △   103,298,318   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 2,020,700,509   △ 1,366,763,912   3,074,474,634   

(E) 前期繰越損益金 5,098,349,208   6,515,018,477   4,528,084,702   

(F) 追加信託差損益金 11,391,244,496   13,588,705,177   15,155,899,803   

 (配当等相当額) (  15,201,184,766)  (  17,821,019,742)  (  19,651,402,968)  

 (売買損益相当額) (△ 3,809,940,270)  (△ 4,232,314,565)  (△ 4,495,503,165)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 18,510,294,213   18,736,959,742   22,758,459,139   

(H) 収益分配金 △   493,456,143   △   550,080,704   △   590,060,173   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 18,016,838,070   18,186,879,038   22,168,398,966   

 追加信託差損益金 11,391,244,496   13,588,705,177   15,155,899,803   

 (配当等相当額) (  15,205,323,162)  (  17,827,008,636)  (  19,659,431,861)  

 (売買損益相当額) (△ 3,814,078,666)  (△ 4,238,303,459)  (△ 4,503,532,058)  

 分配準備積立金 6,625,593,574   6,013,642,528   7,012,499,163   

 繰越損益金 －   △ 1,415,468,667   －   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 親投資信託の信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一部を委託するために要した費用のうち、2025年11月22日～2026年５月21日

の期間に当ファンドが負担した費用は80,704,893円です。 

（注） 分配金の計算過程（2025年11月22日～2026年５月21日）は以下の通りです。 

項 目 
2025年11月22日～ 
2026年１月21日 

2026年１月22日～ 
2026年３月23日 

2026年３月24日～ 
2026年５月21日 

a. 配当等収益(経費控除後) 95,526,624円 48,704,755円 261,522,514円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 1,925,173,885円 0円 1,419,059,201円 

c. 信託約款に定める収益調整金 15,205,323,162円 17,827,008,636円 19,659,431,861円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 5,098,349,208円 6,515,018,477円 5,921,977,621円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 22,324,372,879円 24,390,731,868円 27,261,991,197円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 11,310円 11,085円 11,550円 

g. 分配金 493,456,143円 550,080,704円 590,060,173円 

h. 分配金(１万口当たり) 250円 250円 250円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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グローバル高配当株式ファンド（奇数月分配型） 

○分配金のお知らせ  

 第229期 第230期 第231期 

１万口当たり分配金（税込み） 250円 250円 250円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2025年11月22日から2026年５月21日までの期間に実施いたしました約款変更は以下の通りです。 

 

●当ファンドについて、「一般社団法人投資信託協会」の合併に伴ない、その記載を「一般社団法人資産運

用業協会」に変更すべく、2026年４月１日付けにて信託約款の一部に所要の変更を行ないました。（付表、

第８条、第32条の２） 

 

 

 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 



 世界高配当利回り株式マザーファンド  
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